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上記事項につきましては、法令及び当社定款第15条の規定に基づき、書
面交付請求をいただいた株主様に対して交付する書面には記載しており
ません。
なお、本株主総会におきましては、書面交付請求の有無にかかわらず、
株主の皆様に電子提供措置事項から上記事項を除いたものを記載した書
面を一律でお送りいたします。

第53期定時株主総会招集ご通知に際しての
その他の電子提供措置事項

（交付書面省略事項）
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連結注記表

市場価格のない株式等
以外のもの

時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移
動平均法により算定）

連結注記表
１. 連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記

⑴ 連結の範囲に関する事項
連結子会社の数 １社
連結子会社の名称 神府貿易（上海）有限公司

　なお、前連結会計年度において解散を決議したＳＨＩＮＰＯ　ＡＭＥ
ＲＩＣＡ，ＩＮＣ．は、当連結会計年度において清算が結了したため、
連結の範囲から除外しております。

⑵ 持分法の適用に関する事項
該当事項はありません。

⑶ 連結子会社の事業年度等に関する事項
神府貿易（上海）有限公司の決算日は12月31日であります。
連結計算書類の作成にあたっては、当該子会社の2023年３月31日現在の計算書類を使用しておりま

すが、連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。

⑷ 会計方針に関する事項
① 重要な資産の評価基準及び評価方法

イ. 有価証券の評価基準及び評価方法
その他有価証券

市場価格のない株式等 移動平均法による原価法
ロ. 棚卸資産の評価基準及び評価方法

製品、仕掛品 総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価
切下げの方法により算定）

商品、原材料 移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿
価切下げの方法により算定）

貯蔵品 最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づ
く簿価切下げの方法により算定）

－ 1 －
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連結注記表

② 重要な減価償却資産の減価償却の方法
イ. 有形固定資産 定額法を採用しております。

（リース資産を除く）
ロ. 無形固定資産 定額法を採用しております。

（リース資産を除く） なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期
間（５年）に基づいております。

ハ. リース資産 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用してお
ります。

③ 重要な引当金の計上基準
イ. 貸倒引当金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績

率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を
勘案し、回収不能見込額を計上しております。

ロ. 役員賞与引当金 役員の賞与の支給に備えるため、支給見込額に基づき計上しておりま
す。

ハ. 役員退職慰労引当金 役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく期末要支給額を
計上しております。

④　収益及び費用の計上基準
　当社グループは、無煙ロースターの製造販売及びその附帯工事を主要事業としております。製品の販
売については、顧客との契約に基づき、製品を引き渡した時点、もしくは製品の販売時に附帯工事を行
う場合には、工事が完了した時点で収益を認識しています。
　また部材品や商品等については、出荷時から当該製品の支配が顧客に移転するまでの期間が通常の期
間である場合には、出荷時に収益を認識しております。
　なお、取引対価は、履行義務を充足してから主として１年以内に受領しており、重要な金融要素は含
んでおりません。

⑤ その他連結計算書類作成のための重要な事項
イ. 退職給付に係る会計処理の方法

　退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合要支給額を退職給付債
務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

ロ. 重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算基準
　外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理
しております。なお、在外子会社の資産及び負債は、在外子会社の仮決算日の直物為替相場により円貨
に換算し、収益及び費用は期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算
調整勘定に含めて計上しております。

－ 2 －
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連結注記表

有形固定資産
無形固定資産

2,965,320千円
15,949

当連結会計年度に計上した減損損失 －千円

2.  会計上の見積りに関する注記
（固定資産の減損）

(1)  当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

(2)  識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
　当社グループは、管理会計上の単位を資産グループの基礎とし、独立したキャッシュ・フローを生み出す
最小単位でグルーピングをしております。
　減損の兆候がある資産または資産グループについて、当該資産または資産グループから得られる割引前将
来キャッシュ・フローの総額が帳簿価額を下回る場合には、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少
額を減損損失として計上することとしております。
　当該資産グループから得られる将来キャッシュ・フローの見積りは、翌期予算を基礎としており、製品の
販売状況や原材料の仕入価格等を主要な仮定としております。なお、企業環境の変化等により、見積りの前
提とした仮定に変化が生じた場合、翌連結会計年度において減損損失を認識する可能性があります。

－ 3 －
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連結注記表

⑴ 有形固定資産の減価償却累計額 919,191千円

建物及び構築物 16,848千円
土地 460,829

計 477,678

1年内返済予定の長期借入金 60,000千円
長期借入金 50,000

普通株式 6,140,850株

決 議 株 式 の 種 類 配当金の総額
(千円)

１株当たり
配 当 額 ( 円 ) 基 準 日 効 力 発 生 日

2022年９月2７日
定 時 株 主 総 会 普 通 株 式 141,496 25 2022年６月30日 2022年９月28日

決 議 予 定 株式の種類 配当の原資 配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円) 基 準 日 効 力 発 生 日

2023年９月22日
定 時 株 主 総 会 普 通 株 式 利益剰余金 198,093 35 2023年６月30日 2023年９月25日

3. 連結貸借対照表に関する注記

⑵ 担保に供している資産及び担保に係る債務
① 担保に供している資産

② 担保に係る債務

4. 連結損益計算書に関する注記
⑴棚卸資産の帳簿価額の切下げ

　期末棚卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後の金額であり、棚卸資産評価損2,010千円が売上原価に含ま
れております。

⑵関係会社清算益
　連結子会社であったＳＨＩＮＰＯ　ＡＭＥＲＩＣＡ，ＩＮＣ．の清算結了に伴う利益であります。

5. 連結株主資本等変動計算書に関する注記
⑴ 当連結会計年度末の発行済株式の種類及び総数

⑵ 剰余金の配当に関する事項
① 配当金支払額等

② 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度になるもの

－ 4 －



2023/08/30 15:51:41 / 23002556_シンポ株式会社_招集通知

連結注記表

連結貸借対照表計上額 時価 差額
⑴投資有価証券

その他有価証券 417,830 417,830 －

資産計 417,830 417,830 －

⑴短期借入金 20,000 20,000 －

⑵長期借入金（１年内含む） 110,000 110,000 －

負債計 130,000 130,000 －

6.　金融商品に関する注記

⑴ 金融商品の状況に関する事項
① 金融商品に対する取組方針

　当社グループは、設備投資計画に照らして、必要な資金を主に銀行借入により調達しております。一
時的な余剰資金は、主に流動性の高い金融資産で運用しております。デリバティブ取引等の投機的な取
引は行いません。

② 金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制
　受取手形及び売掛金は顧客の信用リスクに晒されております。当該リスクに関しては、管理部におい
て取引先ごとの期日管理及び残高管理を行うとともに、当社グループの与信管理基準に従い主な取引先
の信用状況を把握する体制としております。
　投資有価証券は、主として株式であり、株価の下落リスクがあります。そのため、上場株式について
は四半期ごとに時価の把握を行っております。
　未払金は、そのほとんどが３ヵ月以内の支払期日であります。

③ 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　金融商品の時価の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件を採用することに
より、当該価格が変動することがあります。

⑵ 金融商品の時価等に関する事項
　2023年６月30日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであ
ります。なお、現金は注記を省略しており、預金、受取手形及び売掛金、買掛金並びに未払金は短期間で
決済されるため時価が帳簿価額に近似することから、注記を省略しております。

（単位：千円）

－ 5 －
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連結注記表

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
投資有価証券
　その他有価証券

株式 417,830 － － 417,830

区分 時価
レベル１ レベル２ レベル３ 合計

短期借入金 － 20,000 － 20,000
長期借入金(１年内含む) － 110,000 － 110,000

⑶　金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
　金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレ
ベルに分類しております。

レベル１の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算
定した時価

レベル２の時価：レベル 1 のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを
用いて算定した時価

レベル３の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプッ
トがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分
類しております。

①　時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債
（単位：千円）

②　時価をもって連結貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債
（単位：千円）

（注）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明
投資有価証券

　　上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているた
め、その時価をレベル１の時価に分類しております。

短期借入金及び長期借入金
　　短期借入金及び長期借入金は変動金利であり、金利が一定期間ごとに更改される条件となっ

ているため時価は帳簿価額とほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

－ 6 －
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連結注記表

当連結会計年度
製品 2,078,105
部材品 1,191,227
据付工事 1,785,850
その他内装工事 948,396
商品 250,491
アミ洗浄 136,241
顧客との契約から生じる収益 6,390,311
その他の収益 －
外部顧客への売上高 6,390,311

当連結会計年度
顧客との契約から生じた債権（期首残高） 721,612
顧客との契約から生じた債権（期末残高） 709,274
契約負債（期首残高） 152,161
契約負債（期末残高） 92,703

7. 収益認識に関する注記
⑴ 顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（単位：千円）

⑵ 顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、「1.連結計算書類の作成のための基本
となる重要な事項に関する注記 ⑷会計方針に関する事項 ④収益及び費用の計上基準」に記載の通りであ
ります。

⑶ 当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報
①契約資産及び契約負債の残高等
顧客との契約から生じた債権及び契約負債の残高は以下のとおりであります。契約負債は、請負契約にお
ける顧客からの前受金であります。前受金は連結貸借対照表上、流動負債の「その他」に含まれておりま
す。当連結会計年度の期首現在の契約負債残高は、概ね当連結会計年度の収益として認識しております。
なお、当連結会計年度において契約資産はありません。

（単位：千円）

－ 7 －
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連結注記表

１株当たり純資産額 1,111円25銭
１株当たり当期純利益 120円66銭

（１）名称 名古屋アミ洗浄工場
（２）所在地 愛知県みよし市福田町樋楊３－１
（３）投資総額 18億70百万円（建物及び建物付属設備、機械装置、工具器具備品）
（４）敷地面積 1,940㎡（587.9坪）
（５）延床面積 1,350㎡（409.1坪）
（６）建物構造 鉄骨造平屋建
（７）資金計画 自己資金及び借入金により充当

（１）着工時期 2023年11月（予定）
（２）物件引渡日 2024年９月（予定）

②残存履行義務に配分した取引価格
当社グループでは、残存履行義務に配分した取引価格については、当初に予想される契約期間が１年を超
える契約がないため、実務上の便法を適用し、記載を省略しております。また、顧客との契約から生じる
対価の中に、取引価格に含まれていない重要な金額はありません。

8. １株当たり情報に関する注記

9. 重要な後発事象に関する注記
　当社は2023年７月20日開催の取締役会において、旧名古屋工場用地にアミ洗浄工場を建設することを
決議いたしました。

（１）建設の目的
　当社は無煙ロースターの製造販売を主力事業としておりますが、焼肉店に対するトータルサービス
としてアミレンタルサービスを拡大することで高い収益力を確保することを目指しております。
　これまでアミレンタルサービスは2019年２月に開設した福岡アミ洗浄工場において西日本を中心に
展開してまいりましたが、当該サービスの提供地域を拡充するために、旧名古屋工場用地にアミ洗浄
工場を建設することといたしました。

（２）設備投資の内容

（３）取得の日程

（４）業績に与える影響
　当該固定資産の取得が2024年6月期の通期連結業績に与える影響は軽微であると見込んでいます。

－ 8 －
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個別注記表

市場価格のない株式等
以外のもの

時価法
（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動
平均法により算定）

個別注記表
１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

⑴ 資産の評価基準及び評価方法
① 有価証券の評価基準及び評価方法

子会社株式及び関連会社株式 移動平均法による原価法
その他有価証券

市場価格のない株式等 移動平均法による原価法
② 棚卸資産の評価基準及び評価方法

製品、仕掛品 総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく
簿価切下げの方法により算定）

商品、原材料 移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づ
く簿価切下げの方法により算定）

貯蔵品 最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に
基づく簿価切下げの方法により算定）

⑵ 固定資産の減価償却の方法
① 有形固定資産(リース資産を除く) 定額法を採用しております。
② 無形固定資産(リース資産を除く) 定額法を採用しております。

なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可
能期間（５年）に基づいております。

③ リース資産 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用し
ております。
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有形固定資産
無形固定資産

2,956,103千円
15,949

当事業年度に計上した減損損失 －千円

⑶ 引当金の計上基準
① 貸倒引当金

　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の
債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

② 役員賞与引当金
　役員の賞与の支給に備えるため、支給見込額に基づき計上しております。

③ 退職給付引当金
　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産に基づき計上してお
ります。

④ 役員退職慰労引当金
　役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上しております。

⑷　収益及び費用の計上基準
　当社は、無煙ロースターの製造販売及びその附帯工事を主要事業としております。製品の販売につい
ては、顧客との契約に基づき、製品を引き渡した時点、もしくは製品の販売時に附帯工事を行う場合に
は、工事が完了した時点で収益を認識しています。
　また部材品や商品等については、出荷時から当該製品の支配が顧客に移転するまでの期間が通常の期
間である場合には、出荷時に収益を認識しております。有償支給取引に関しましては、有償支給した支
給品の譲渡時に当該支給品の消滅を認識しております。
　なお、取引対価は、履行義務を充足してから主として１年以内に受領しており、重要な金融要素は含
んでおりません。

2.  会計上の見積りに関する注記
（固定資産の減損）

⑴  当事業年度の計算書類に計上した金額

⑵  識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
　連結計算書類「連結注記表　2.会計上の見積りに関する注記　固定資産の減損　⑵識別した項目に係る
重要な会計上の見積りの内容に関する情報」に同一の内容を記載しておりますので、注記を省略しており
ます。
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⑴ 有形固定資産の減価償却累計額 901,805千円

建物 16,848千円
土地 460,829
　計 477,678

1年内返済予定の長期借入金 60,000千円
長期借入金 50,000

短期金銭債権 993千円

売上高 9,938千円

普通株式 481,048株

3. 貸借対照表に関する注記

⑵ 担保に供している資産及びこれに対応する債務
① 担保に供している資産

② 対応する債務

⑶ 関係会社に対する金銭債権

4. 損益計算書に関する注記
⑴ 関係会社との取引高

営業取引による取引高

⑵ 棚卸資産の帳簿価額の切下げ
　期末棚卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後の金額であり、棚卸資産評価損2,010千円が売上原価に含
まれております。

⑶　関係会社清算益
　連結子会社であったＳＨＩＮＰＯ　ＡＭＥＲＩＣＡ，ＩＮＣ．の清算結了に伴う利益であります。

5. 株主資本等変動計算書に関する注記
当事業年度末の自己株式の種類及び株式数
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繰延税金資産
退職給付引当金 45,071千円
役員退職慰労引当金 15,220
減価償却超過額 5,352
棚卸資産評価損 615
研究開発費 3,361
関係会社出資金評価損 10,110
投資有価証券評価損 12,014
一括償却資産 106
資産除去債務 1,113
貸倒引当金 21
未払事業税 12,155
その他 3,025

繰延税金資産小計 108,170
評価性引当額 △44,242

繰延税金資産合計 63,927
繰延税金負債

その他有価証券評価差額金 100,646
繰延税金負債合計 100,646
繰延税金負債の純額 36,718

１株当たり純資産額 1,088円66銭
１株当たり当期純利益 121円21銭

6. 税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

7.　収益認識に関する注記
　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、連結注記表「7.収益認識
に関する注記」に同一の内容を記載しているため、注記を省略しております。

8. １株当たり情報に関する注記

9. 重要な後発事象に関する注記
　連結注記表「9.重要な後発事象に関する注記」に同一の内容を記載しているため、注記を省略しており
ます。
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